
 

 
  
  前年から繰り越された純損失の金額がある場合① 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

（記載に当たっての留意事項） 

１ 申告書第四表（損失申告用）（二）の「４ 繰越損失を差し引く計算」欄において、前年から繰り越された純損失
の金額（△3,500,000円）を、平成16年分の「事業所得」の黒字（2,000,000円）から差し引きます。 
２ 上記１において引き切れない純損失の金額（△1,500,000円）は、「長期・分離譲渡」の黒字（3,000,000円）から
は差し引くことができません。この場合、「長期・分離譲渡」の黒字（3,000,000円）に係る税額計算は、「所得税の
確定申告の手引き～損失申告用～」の15ページ「Ⅵ 土地建物等の譲渡に係る譲渡所得、株式等に係る譲渡所得等
及び先物取引に係る雑所得等の税額の計算」欄を使用して計算し、当該金額を、申告書Ｂ第一表の「税金の計算」
の「上の○26に対する税額又は第三表の○79」○27に転記します。 

《本年分に係る所得金額》 

１ 「事業所得・営業等」の「所得金額」               2,000,000円 

２ 「分離長期譲渡所得」の「差引金額」               3,000,000円 
 

《前年から繰り越された純損失の金額》 

３ 「事業所得に係る純損失の金額」（平成15年分）          △3,500,000円 

【記載例 10】 

《第四表(一)》 
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《第四表(二)》 
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